
特集　みんなで創るゼロカーボンやつしろ特集　みんなで創るゼロカーボンやつしろ

～私にできるゼロカーボン行動～～私にできるゼロカーボン行動～

みんなで創る
ゼロカーボンやつしろ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

っ
て
知
っ
て
る
？

　カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、二

酸
化
炭
素（
C
O
2
）を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の「
排
出
量
」
 

か
ら
、森
林
な
ど
に
よ
る「
吸
収

量
」を
差
し
引
い
て
、合
計
を
実
質

的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。

「ゼロカーボンやつしろ」の実現に向けて

2050年ゼロカーボン達成

令和４年２月
「八代市ゼロカーボンシティ宣言」
　坂本町を中心に甚大な被害をもたらした「令
和2年7月豪雨災害」を教訓に、地球温暖化に
よる異常気象や自然災害のリスクを最小限に
抑えるため、「八代市ゼロカーボンシティ宣言」
を行いました。

令和４年５月
「SDGｓ未来都市」、　　　　　  
「自治体SDGｓモデル事業」に選定
　新たなつながりを創出し、持続可能な人と企
業に選ばれるまちを目指す本市の提案が、内閣
府が認定する「SDGs未来都市」と「自治体
SDGsモデル事業」に選定されました。

R４

R５
令和５年９月

カーボンニュートラルの
早期実現に向けた協定締結

　八代市、九州電力株式会社、NTTアノードエ
ナジー株式会社、三菱商事株式会社は、4者相互
の連携を強化し、本市におけるカーボンニュート
ラルの早期実現に向け、再生可能エネルギーを
普及させるための具体的な取り組みを加速化さ
せることを目的とする連携協定を締結しました。

（出典）環境省「脱炭素ポータル」

　近年、地球温暖化が原因とされる異常気象や自然災害が頻発しています。
温暖化が進み、氷河の融解や海水面の変化、洪水、干ばつ、農作物への被害など、
さまざまな影響が起きています。地球温暖化・気候変動は持続可能な
社会をつくるうえで対応しなければならない世界共通の課題です。
　こうしたリスクを最小限に抑えるために、世界中で
カーボンニュートラル（ゼロカーボン）の達成が求められています。
私たち一人一人のライフスタイルを脱炭素なものに変えていきましょう。

～みんなで創る持続可能で
　　　  快適なゼロカーボンやつしろ～

令和５年11月
｢ゼロカーボンやつしろ推進計画｣を策定

　市、市民、事業者などが一丸となって脱炭素
社会の実現を目指すための計画を策定しまし
た。詳しくは市ホームページを確認ください。
　　

　2015年にパリ協定が採択され「世界の平均気温上昇を産業革命以前と比べて2度より十分低く保ち、1.5度
以内に抑える努力をする」という世界共通の長期目標が掲げられました。また、2020年10月、政府は2050年
までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すことを宣言しました。
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10・
7
%
、「
資
源
物
」が
21・
5
％
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
分
別
さ
れ
な
い
燃
え
る
ご
み
が
増

え
る
と
焼
却
処
分
の
際
に
発
生
す
る

C
O
2
の
量
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
で
は
、
ご
み
の

焼
却
時
に
発
生
し
た
熱
を
利
用
し
て
、
ご

み
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　収
集
車
で
市
内
全
域
か
ら
集
め
ら
れ
た

燃
え
る
ご
み
は
、
焼
却
炉
に
入
れ
ら
れ
、

8
5
0
度
以
上
の
高
温
で
焼
却
処
理
さ
れ

ま
す
。
ご
み
の
焼
却
処
分
で
発
生
し
た
排

ガ
ス
か
ら
熱
を
回
収
し
て
で
き
た
、
高

温
・
高
圧
の
蒸
気
で
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
を
回
し
て
発
電
し
ま
す
。
発
電
し
た

電
気
は
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
全
体
の
運

転
に
利
用
し
、
余
っ
た
電
力
は
電
力
会
社

へ
送
電
し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
組
成
調
査

ご
み
の
分
別
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
で
は

ご
み
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す

　
左
の
図
は
、本
市
が
令
和
４
年
度

に
行
っ
た
、燃
え
る
ご
み
組
成
調
査
の

結
果
で
す
。

　
本
調
査
の
結
果
、本
市
の
燃
え
る

ご
み
の
中
に
は
、ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
い
る「
食
品
ロ
ス
」が

蒸気タービン発電機

V2Hで充電中の電気自動車

焼却炉内部

……………………………………

自
社
使
用
の
電
力
を
再
エ
ネ
に

株式会社本田商事
本田 和博 代表取締役社長

………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
私
た
ち
は
、主
に
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
販
売

や
設
置
、修
理
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
って

お
り
、今
年
で
創
業
65
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
、気
候
変
動
や
自
然
災
害
の

原
因
と
さ
れ
て
い
る
C
O
2
の
削
減
を
行

う
た
め
、自
社
で
消
費
す
る
電
力
を
、一
部

を
除
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
気

自
動
車
の
蓄
電
池
で
賄
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
、V
2
H（
充
放
電
シ
ス
テ
ム
）と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
実
証
実
験
と
し
て
導
入
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、日
中
に
太
陽
光
発
電
で

発
電
し
た
電
気
を
電
気
自
動
車
に
充
電

し
、雨
の
日
や
夜
な
ど
は
電
気
自
動
車
か

ら
電
力
を
供
給
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　
5
年
前
か
ら
、太
陽
光
発
電
や
電
気
自

動
車
と
併
せ
て
V
2
H
を
段
階
的
に
導

入
し
て
い
ま
す
。令
和
元
年
度
は
一
月
17

万
5
千
円
ほ
ど
だ
っ
た
電
気
代
が
、令
和

3
年
度
に
は
8
万
円
ま
で
安
く
な
っ
た
う

え
、3
台
の
電
気
自
動
車
が
太
陽
光
発
電

の
電
気
で
走
行
し
て
お
り
、そ
の
分
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
削
減
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、電
気
自
動
車
や
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
さ
ら
に
増
や
し
、自
社
で
行
っ
て
い
る

V
2
H
の
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
や
効
果
を
、個

人
宅
や
企
業
な
ど
に
P
R
を
行
う
な
ど
、未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を
残
す

た
め
の
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
本
田
商
事

体
験
す
る
こ
と
で
自
分
事
に

　
エ
コ
ユ
ー
ス
や
つ
し
ろ
は
、水
や
生
き
物
、

地
域
の
環
境
、地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
体

験
活
動
を
と
お
し
た
学
び
を
行
う
、高
校

生
の
団
体
で
す
。次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば

ろ
会
の
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
た
高
校
生

が
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
か
か
わ
っ
て
み

た
い
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、2
0
2
1
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
7
月
に
行
わ
れ
た「
河
川
・
浜
辺
の
お

お
そ
う
じ
大
会
」で
は
、約
6
0
0
人
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
が
、そ
の
企

画・運
営
は
エ
コ
ユ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、一
回
の
活
動
だ

け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、ご
み
を
拾
う
こ
と

で
、捨
て
な
い
人
を
増
や
し
て
い
く
活
動
に

す
る
た
め
、不
法
投
棄
の
問
題
や
ご
み
の

減
量
化
、温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
に
つ

い
て
も
一
緒
に
考
え
る
な
ど
、活
動
の
中

で
の
体
験
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、活

動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
人
前
で

発
表
す
る
こ
と
で
、大
き
な
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
八
代
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、ご
み
の
量
を
減
ら
す
、エ
ネ

ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
な
ど
、
一
人
一
人

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
考
え
、行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、エ
コ

ユ
ー
ス
の
活
動
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
つ
し
ろ

の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

エ
コ
ユ
ー
ス
や
つ
し
ろ

河川・浜辺の大そうじ大会

次世代のためにがんばろ会
松浦 ゆかり 代表

〜Think Globally , Act Locally 〜

　
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
、燃
え
る
ご
み
や
資
源

物
は
必
ず
発
生
し
ま
す

が
、き
ち
ん
と
資
源
物
を

分
別
し
た
り
、食
品
ロ
ス

を
減
ら
し
た
り
す
る
こ

と
で
、燃
え
る
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
を
出
す

と
き
、
一
歩
立
ち
止
ま
っ

て
分
別
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
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～私たちにできる ゼロカーボン行動～
ゼロカーボン（カーボンニュートラル）を達成するため  には、私たち一人一人が行動を起こすことが大切です。
　「省エネ」「再エネ」「ごみ減量」「食品ロス削減」の  4つのテーマで、私たちにできる行動をまとめました。

地球の未来を守るために、今で  きることから始めてみませんか。

　着なくなった服（年12着）を店舗回収ボック
スやリサイクルショップ、フリーマーケットに出
すと、廃棄する場合に比べてガソリン約10リッ
トルを使用した際の排出量に相当するCO2を
削減（ごみの排出量の削減　3.0kg／年）

リユース・リサイクルして
服や物を長く使いましょう

　一人当たり平均年間100枚以上捨ててい
るレジ袋を削減することにより、ガソリン約2リ
ットルを使用した際の排出量に相当するCO2
を削減（レジ袋代の節約　約380円／年）

買い物にはマイバッグを
持参しましょう

　外出する時は食べきれる分だけ注文す
ると、一人当たり年間約8.1kgの食品ロス
が削減されガソリン約3リットルを使用した
際の排出量に相当するCO2を削減

外食時の食べ残しを
ゼロにしましょう

　生ごみの約8割は水分です。生ごみをコンポ
ストで処理すれば、焼却施設の燃焼効率が上が
り、少ないエネルギーでごみ処理ができます。ま
た、コンポストで処理した生ごみを自家製たい肥
にも活用することで、ごみの減量につながります。

生ごみはコンポストで
たい肥にしましょう

　自宅で使用する電気を全て再エネ
100%電力に切り替えて使用すると、1
年間ではガソリン約600リットルを使用
した際の排出量に相当するCO2を削減

再エネで発電された
電気を使いましょう

ごみ減量 省エネ

再エネ食品ロス削減
食品ロス削減を意識した
行動を取りましょう

　自宅の屋根に太陽光パネルを設置し、使用
電力量の約3割が再エネになる場合、1年間
1世帯当たりガソリン約200リットルを使用
した際の排出量に相当するCO2を削減（電気
代の節約　約18,000円／年　別途売電　
約65,000円／年）

太陽光パネルを設置して、
電気を自給しましょう

　二重窓や断熱材などを設置すると、冷暖房の
使用が減るため、1年間でガソリン約180リット
ルを使用した際の排出量に相当するCO2を削
減（光熱費の節約　33,000円／年）

住宅を高断熱化して、
省エネで快適に過ごしましょう

　冷蔵庫を10年前の旧型から最新式の省エ
ネ型に買い替えると、1年間でガソリン約26
リットルを使用した際の排出量に相当する
CO2を削減（電気代の節約　4,800円／年）

古くなった家電は
省エネ型に

買い替えましょう

出典：くまもとゼロカーボン行動ブック

　冷蔵庫の中身を確認して、必要な量だけ買い
物する・すぐ食べる食品は手前の物から買うと、
一人当たり年間約20.6kgの食品ロスを削減す
ることになり、ガソリン約7リットルを使用した際
の排出量に相当するCO2を削減
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